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この合成ブルーダイアモンドはFTIRのデータより
タイプ�bであることがわかる
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最近入手した最近入手した

 ウエスギ     ハジメ

上杉　初AGTジェムラボラトリー

今回ラボで入手した合成ブルー　ダイアモンドはこれまで目にした合成石よりも比較的色が

薄い。この合成石の色の程度、及び識別方法を説明してゆきます。

合成ブルーダイアモンド　 レポ ート合成ブルーダイアモンド　 レポ ート

形状　エメラルド カット　　　　　

�

寸法　３．６４ｘ３．１２ｘ２．５４ｍｍ

�

重量　０．２４０ｃｔ

�

カラー　これまで検査した合成ブルー 

ダイアモンドよりも色は薄い。天然ダイ

アモンドのグレーディング スケールで

ファンシー ブルーからファンシー イン

テンス ブルーの範囲であろう。　

クラリティー Ⅰ2程度（天然ダイアモン

ドのグレーディング スケールで）

インクルージョン　テーブル内に非常に

大きく複数の金属インクルージョンが

見られ、そのほかにフェザー、キャビテ

ィー、ナチュラルなどが存在する。以前

検査した合成石の様な色むらは確認で

きなかった。

 

紫外可視分光検査　特徴的な吸収はな

かった。

赤外線分光検査　中赤外線分光データか

らタイプⅡｂのダイアモンドであること

が解る。天然ブルー ダイアモンドも同様

のタイプである。

紫外線蛍光検査 長波紫外線下で不活性

であるが、短波紫外線下で中程度の緑青

白色の蛍光反応を示し、同じ蛍光色で燐

光反応が数分間継続した。この燐光反応

は合成ダイアモンドの特徴のひとつであ

る。

電導性検査 あらゆる方向で非常に強い

電導性を示したが、天然ブルー ダイアモ

ンドも通常、電導性を示すため天然と合

成を分ける手段にはならない。

�

磁性検査　一般的な磁石に付くほど強い

磁性を有している。

�

蛍光Ｘ線分析　多くの鉄（Ｆｅ）が検出さ

れた。テーブルを通して見られた金属イ

ンクルージョンは鉄であることがこの時

点で明らかになった。

カソード ルミネッセンス　フェース アッ

プで合成ダイアモンドに特徴的な成長構

造が明瞭に確認できた。

検討　今回のサンプルは、合成ダイアモ

ンドの特徴を数多く有するダイアモンド

といえる。まず、拡大においてテーブルを

通して見える金属インクルージョンはサ

ンプルが合成ダイアモンドであることを

強く示唆し、天然ダイアモンドのどのイ

ンクルージョンとも類似していないので

ある。

　また、天然ダイアモンドに長波紫外線

下で不活性で、短波紫外線下での蛍光反応、

及び燐光反応を示すことは極めて稀であ

り、燐光反応が数分間継続することはない。

�次にこのサンプルの特徴に強い磁性を

有することが挙げられる。天然ダイアモ

ンドに磁性を有するとの報告は未だにな

いため、このサンプルが合成ダイアモン

ドであることは明らかである。

　このように、通常の宝石学的検査だけ

でこのサンプルが、合成ダイアモンドで

あることが十分に導き出されるのである。

�また、蛍光Ｘ線分析やカソード ルミネ

ッセンスなどを使用することにより、合

成ダイアモンドとの結論を完全に裏付け

るものとなる。蛍光Ｘ線分析による鉄の

検出は合成石の証拠であり、天然ダイア

モンドが鉄を含有することはない。カソ

ード ルミネッセンスによるダイアモン

ドの成長構造の確認は最も確実な検査方

法といえる。合成ダイアモンドの成長構

造は天然ダイアモンドの成長構造とは全

く異なるため、明確に区別できるのである。

�

まとめ　この合成ダイアモンドの識別は

決して難しくない。慎重に様々な宝石学

的検査を実施すれば確実にサンプルが合

成ダイアモンドであるという結論に到達

するはずである。

この合成ブルー ダイアモンドで最も注

目されるのは色の濃度であろう。これま

で検査した合成ブルー ダイアモンドは

すべて非常に濃い色を有し、彩度がやや

低く、明度も暗い外観であったが、今回の

サンプルはこれまでのサンプルよりも濃

度は薄く、彩度が比較的高く、明度も比較

的明るい外観であり、おそらく、天然カラ

ーダイアモンドのカラー スケールでフ

ァンシー ブルーまたは、ファンシー イン

テンス ブルーであろう。このように、合

成ブルー ダイアモンドで濃度の薄いサ

ンプルが製造されており、天然ブルー ダ

イアモンドの色に非常に酷似してきてい

るといえる。

　もっと薄い色の合成ブルー ダイアモ

ンドを目にする日も近いといえるのでは

ないだろうか。

　また、今回ツーソンで合成ピンク ダ

イアモンドを入手しました。このサンプ

ルもこれまで目にした合成石よりも色が

も天然ダイアモンドの色に類似してき

ています。次号ではツーソンで入手した

合成ピンク　ダイアモンドについて紹

介します。

テーブル内に複数の金属インクルージョンが観察できる

今回検査した合成ブルーダイアモンド（０,２４０ ct）

カソード ルミネッセンスにより合成ダイアモンドの特徴的な
成長構造がみられる


